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	日 程
	時 　間
	テ　ー　マ

	3

月

5
日

（土）
	10：00～11：00
	子どもの発達の変化と自閉症スペクトラム

	
	11：10～11：40
	自閉症スペクトラム児に必要なかかわり～療育の視点から

	
	昼　　　食　　（各自でお取りください）

	
	12：30～14：20
	就学前の子どもへの具体的アプローチ

	
	14：30～16：30
	学齢期の子どもへの具体的アプローチ

	
	16：40～17：00
	これからの自閉症スペクトラム児への療育


【プログラム】
＊＊＊ 講 師：明治安田こころの健康財団　子ども療育相談センター ＊＊＊
センター長：新井　利明　     相談員：山藤　由紀・田代　結・天野　昌子・中嶋　由希子
湯浅　麻衣・能澤　ひかる・有馬　由紀子



明治安田こころの健康財団 子ども療育相談センター公開講座


自閉症スペクトラム児に今必要なかかわりとは


－ 乳幼児期から学齢期までの具体的アプローチ －





期　　日：２０１6年 3月 5日（土）


受講対象：教育、保育、相談に関わる専門家および保護者、家族


定　　員：８0名（定員になり次第締切りますのでホームページ等でご確認ください）


受 講 料：5,０００円（税込み）    ※昼食は各自でおとりください


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０　　TEL：０３-３９８６-７０２１


　 ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」より徒歩約７分





この数年の中で、発達に心配のある子どもたちとそのご家族への支援が各地で充実してきています。移動や費用の負担が少なく、身近な地域で子どもたちが専門的な指導を受ける機会が増えてきました。また、年齢相応の集団への参加の機会も保証され、集団場面で子どもが感じる困難さに対しても周囲の理解と支援が浸透してきています。


これまで、自閉症スペクトラム児への指導では、問題行動として捉えられる過剰な行動の減少と対人関係の困難さへのアプローチが中心でしたが、このような理解と支援の充実から困難さの訴えは減少してきています。一方、問題となる行動は少ないけれども発達が滞っている子どもが多く散見されるようになってきました。


これからは、それぞれの年齢段階で子どもがどのように発達しているのかの現状を把握し、自閉症スペクトラムの特徴が発達にどのように影響するのかを考慮に入れた具体的なアプローチを考えていく必要があると考えます。


今回の講座では、事例を中心に具体的なアプローチをご紹介し、これからの自閉症スペクトラム児への療育について考えていきたいと思います。








